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も非対称性 を入れなければなりません｡しかし "美 しい〝変換に従 う部分は(6)に取られ
てしまっていますから, 残 りはあまり美 しくありそうもないのです｡
というわけで,昔から反 ミンコフスキー理論も大部提唱されています｡ここでは主に
運動量に着 目しますと大体二つ,つまり
1. eoE XB説 (Truesdel andToupin2),飯田5))










･ik-eoEiEk-号eoEli8ik+PiBiBk 一 誌 B26ik (8)
を仮にえらんで体積力を書 くと次のようになります｡ここで巧-p-divPです.
1) G-DXBの場合









･-(2)‥PfE･ (i･諾 )×- -HdivM･eoEX賢 (13)


























































向を向いているとします｡Eは Imに対 して正の仕事 (ジュール熱の発生 ),1 mに対
して負の仕事 (ジュール熱の吸収)をします｡全 く同じような事情は電池を使う時,日
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